
 

北九州市 子ども・子育て支援に関する市民アンケート 

【１８歳以上４０歳未満用】 
 

令和６年１月 北九州市子ども家庭局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
☆回答方法は次の２つからお選びいただけます。 

① オンラインでご回答いただく場合 
  右側のQRコードから回答フォームにアクセスし、ご回答をお願いします。 
② 郵送でご回答いただく場合 

本調査票のご記入が済みましたら、同封の返信用封筒に入れて、 
切手を貼らずに投函してください。 
 
令和６年１月３１日（水）までに回答、もしくは投函してください。 

 

☆このアンケートは、住民基本台帳の中から、令和５年１２月１２日現在で１８歳から３９歳の方を

無作為に３,000人抽出し、ご協力をお願いするものです。 

 

☆ご回答いただいた内容は、回答者個人が特定されたり、他の目的に利用されたりすることは一切 

ございません。次期計画の検討にのみ利用させていただきます。また、次期計画が策定されました

ら、市民の皆さまにも分かりやすい形で公表いたします。 

 

本調査に関することや、ご不明な点についてのお問合せは、下記までお願いいたします。 
 

 

 

 
 

※参考：「元気発進！子どもプラン（第３次計画）」のホームページはこちらから 
      https://www.city.kitakyushu.lg.jp/shisei/11500078_00002.html 

アンケート調査へのご協力のお願い 

 

北九州市では、「子どもの成長」と「子育て」を地域社会で支え合う“まちづくり”を
基本理念とした「元気発進！子どもプラン（第３次計画）【計画期間：令和２年度～６年
度】」を策定し、本市の子どもの育成や子育て支援に関するさまざまな取り組みを進めて
います。 

このたび、現在の計画終了後の次の５年間（令和７年度～１１年度）に向けた次期計画
を策定するにあたっての参考とするため、大規模なアンケート調査を実施することとなり
ました。 

このアンケートは、若者の生活や就労状況、結婚等に関する意識について把握するとと
もに、皆さまからの率直なご意見をお聞かせいただき、本市の今後の若者支援の施策に反
映させていくためのとても大切な調査となります。 

質問項目が多く、お手数をおかけしますが、本市の子育て支援をより良いものにしてい
くため、是非ご協力いただきますよう、お願いいたします。 
 

〈お問い合わせ先〉 

   北九州市子ども家庭局総務企画課 （北九州市小倉北区城内１－１） 

   電話：０９３－５８２－２２８０ ＦＡＸ：０９３－５８２－００７０ 

 

https://www.city.kitakyushu.lg.jp/shisei/11500078_00002.html


いただいたご回答は、市の子育て支援施策に生かされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査票にご記入いただき、ご提出いただいたご意見は、子ども・子育て会議などを経て、 

次期の子育て支援施策に係る計画になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご記入にあたってのお願い 
 

１  ア ン ケ ー ト に は 、 あ て 名 の ご 本 人 さ ま が ご 回 答 く だ さ い 。  

２  設 問 に よ っ て ご 回 答 い た だ く 方 が 限 ら れ て い た り 、 お 選 び い た だ く 数 が 異 な

っ た り し ま す の で 、 こ と わ り 書 き に 従 っ て く だ さ い 。 ま た 、 「 そ の 他 」 を お

選 び い た だ い た 場 合 は 、 そ の 後 に あ る （  ） 内 に 具 体 的 な 内 容 を ご 記 入 く だ

さ い 。  

ご協力をよろしくお願いいたします。 

母子医療や子育

ての悩みや不安

への対応など 

幼稚園・保育所等の質

の向上や多様なニーズ

への対応など 

放課後児童クラブや 

青少年の健全育成など 

教育・保育の量の見

込みと確保の方策 

など 

特別な支援が必要な 

子どもや家庭への 

支援など 

子ども・子育て支援事業計画 

計画は、子どもの育成
や子育て支援施策に 
係る総合的な内容に 

なります。 

市町村こども計画 



問１ あなたの性別として、あてはまる番号１つに○をつけてください。

　１．　男　性 ２．　女　性 　３．答えたくない

あなたの年齢を、□内にご記入ください。

　１．　門司区 ３．　小倉南区 ４．　若松区

　５．　八幡東区 ７．　戸畑区    

　１．　中学校卒 　２．　高等学校卒 ３．　短期大学・高等専門学校卒

　４．　専門学校・各種学校卒 ６．　大学院卒

　１．　ひとり暮らし ２．　配偶者・パートナー ３．　子ども

　４．　親 ５．　きょうだい ６．　祖父母

　７．　その他の親族

　１．　自分 ２．　配偶者・パートナー ３．　子ども

　４．　親 ５．　きょうだい ６．　祖父母

　７．　その他の親族

問４ あなたの最終学歴について、あてはまる番号１つに○をつけてください（在学中の方は、現在
の学校を卒業するものとしてお答えください）。

　５．　大学卒

８．　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

８．　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

＜北九州市＞　子ども・子育て支援に関する市民アンケート　（18歳以上40歳未満用）

１．あなた自身のことについて

問２

□□　　　歳　　（令和５年４月１日現在）

問３ あなたのお住まいの区として、あてはまる番号１つに○をつけてください。

　７．　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２．あなたの生活状況について

問５ あなたは現在、だれと同居していますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。

問６ あなたが生活するうえで、主に生活費（住居費や食料費など）を担っているのは、だれです
か。あてはまる番号１つに○をつけてください。

２．　小倉北区

６．　八幡西区
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　１．　まったく付き合いがない

　２．　会った時にあいさつ程度の付き合いがある

　３．　何かあれば相談できる程度の付き合いがある

　４．　何かにつけて、相談したり助け合ったりしている

普段どのくらい外出していますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。

　１．　仕事や学校で平日は毎日外出する。

　２．　仕事や学校で週に３～４日外出する。

　３．　遊び等で頻繁に外出する。

　４．　人付き合いのためにときどき外出する。（例：法事や結婚式など）

　５．　ふだんは家にいるが、自分の趣味に関する用事のときだけ外出する。

　６．　ふだんは家にいるが、近所のコンビニなどには出かける。

　７．　自室からは出るが、家からは出ない。

　８．　自室からほとんど出ない。

　１．　６か月未満 ２．　６か月以上～１年未満 ３．　１年以上～３年未満

　４．　３年以上～５年未満 ５．　５年以上～７年未満 ６．　７年以上

　１．　不登校（小学校・中学校・高校など） ２．　高校を中退した

　３．　大学に馴染めなかった ４．　受験に失敗した

　５．　就職活動がうまくいかなかった ６．　職場に馴染めなかった

　７．　人間関係がうまくいかなかった〔友人・父・母・兄弟姉妹など〕

　８．　病気 ９．　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　）

問７ あなたの近所付き合いの状況について、あてはまる番号１つに○をつけてください。

問８

問８-1 問8で、「5.」～「8.」のいずれかに○をつけた方におうかがいします。問8の状況となってどの
くらいたちますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。

問８－2 問8で、「5.」～「8.」のいずれかに○をつけた方におうかがいします。問8の状況になったきっ
かけは何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。

問9へ
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　１．　自分の家 　２．　親族などの家

　３．　友達の家 　４．　学校

　５．　学習塾や予備校など 　６．　習い事や運動の活動場所

　７．　地域活動をする団体（町内会、地域のボランティア活動等）の活動場所

　８．　市民センターや公園等の公共施設 　９．　オンライン空間（ＳＮＳやオンラインゲーム等）

　１０．　ﾌｧﾐﾘｰﾚｽﾄﾗﾝやﾌｧｽﾄﾌｰﾄﾞ店等 　１１．　商業施設等の無料で利用できる場所

　1２．　山や海などの自然空間に居るとき

　1３．　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　1４．　わからない

　１．　仕事のこと 　２．　勉強に関すること

　３．　就職のこと 　４．　自分の将来や進路のこと

　５．　家庭や家族のこと 　６．　友人や知り合いに関すること

　７．　恋愛や結婚に関すること 　８．　家計や金銭に関すること

　９．　自分の性格に関すること 　10．　健康に関すること

　11．　性に関すること 　12．　外見や容姿に関すること

　13．　国内の政治や社会に関すること 　１４．　災害や紛争など世界で起きていること

　１５．　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　１６．　特にない

　１．　父親 　２．　母親

　３．　配偶者やパートナー、恋人 　４．　きょうだい

　５．　その他の親族 　６．　友人や知人

　７．　学校の先生 　８．　学校の先輩や後輩

　９．　職場の同僚 　10．　職場の上司や部下

　11．　かかりつけ医や看護師 　12．　区役所等の公的団体の職員

　13．　ＳＮＳやアプリを使った相談窓口

　14．　民間やNPOの相談窓口（チャイルドライン北九州、北九州いのちの電話など）

　15．　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　16．　相談する人、場所がない

問10 あなたが日頃悩んでいることや気になることはどのようなことですか。あてはまる番号３つま
で○をつけてください。

問９ あなたが居心地良く、安心できる居場所はどこですか。あてはまる番号すべてに○をつけてく
ださい。

問10-１ 問10で、「1」から「14」までに〇をつけた方にうかがいします。あなたはの悩みや不安をどな
たに（どこに）相談していますか。あてはまる番号３つまで○をつけてください。
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　１．　働いている（産休・育児休業中も含む）

　２．　以前は働いていたが、現在は働いていない

　３．　これまで働いたことがない 問14へ

　１．　自営業 　２．　会社などの役員

　３．　自営業の手伝い、自宅での内職 　４．　正社員

　５．　アルバイト・パート 　６．　派遣社員

　７．　契約社員・嘱託 　８．　その他　（　　　　　          　　     　　　）

　１．　事務の仕事（一般事務員など） ２．　販売の仕事（小売店主、店員など）

　３．　サービスの仕事（調理人、美容師、接客など） ４．　営業の仕事

　５．　技能工（職人など）や工場などの現場作業

　９．　管理的な仕事（会社役員、管理職など） １０．　農林漁業の仕事　

　１１．　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３．就労のことについて

問11 現在、あなたは働いていますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。自由業、パート・ア
ルバイト・内職等も「働いている」に含めてお答えください。

問11-1 問11で、「1.」または「2.」に○をつけた方におうかがいします。あなたの就労形態として、あ
てはまる番号１つに○をつけてください（問1１で「2.」を選ばれた方は、一番最後についた仕
事について、お答えください）。

　７．　運輸・通信の仕事
　　　　（ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ・ｼｽﾃﾑｴﾝｼﾞﾆｱなど）

問11-2 問11で、「１」または「２」に○をつけた方におうかがいします。どのような職種ですか。あては
まる番号１つに○をつけてください（問11で「2.」を選ばれた方は、一番最後についた仕事
について、お答えください）。

6．　専門的・技術的な仕事
　　　（医師、教師、保育士など）

８．　保安の仕事
　　　（警察官、消防士、警備員など）
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１日の就労時間 □□ 時間

家を出る時刻　　 □□ 時 分頃

帰宅時刻　　　　 □□ 時 分頃

【あなたの年収】

【配偶者・パートナーの年収】

あなたは、働くことをどのようにお考えですか。あてはまる番号すべてに〇をつけてください。

　　１．　社会貢献や自己実現のためにも働くのは当然　

　　２．　収入を得るために働くのは当然

　　３．　収入を得るためにやむをえないが、できれば働きたくない

　　４．　働きたくない

　　５．　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問11-3 問11で、「1.」に○をつけた方におうかがいします。あなたは先週、何日仕事をされましたか。
□内に、具体的な数字でお答えください（働いていない場合は、「０」日とご記入ください）。

　　　先週１週間で  □　日

問11-4 1日あたりの「就労時間（残業時間を含む）」、家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。就
労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。育休・介護休業
中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。時間は、（例）０８時～１８時のよう
に、２４時間制でお答えください（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字。）
※現在働いていない方は、記入しなくて結構です。（在宅勤務や内職の方は開始と終了の時
間をご記入ください）。

□□
□□

問12 あなたの年収（税金等を引く前の収入）について、□内に具体的な数字でお答えください
（収入がなかった場合は、「０」万円とご記入ください）。なお、配偶者・パートナーがいる場合
は、配偶者・パートナーの年収もお答えください。

　昨年１年間で　□□□□　万円くらい

　昨年１年間で　□□□□　万円くらい

問13
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　　１．　結婚している 　２．　離婚・死別した

　　３．　交際相手がいる

　　１．　学校で知り合った 　２．　共通の趣味や習い事等で知り合った

　　３．　仕事先（ｱﾙﾊﾞｲﾄ含む）で知り合った 　４．　職場の上司や同僚から紹介された

　　５．　友人や親族に紹介された 　６．　幼なじみや近所だった

　　７．　ＳＮＳを通じて知り合った 　８．　マッチングアプリで知り合った

　　９．　結婚相談所を通じて知り合った 　10．　婚活パーティーなどで知り合った

　　11．　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　１．　できるだけ早く結婚したい 　２．　いずれは結婚したい

　　３．　結婚するつもりはない 　４．　わからない

４．結婚や家庭のことについて

問14 あなたは現在、結婚（事実婚を含む）や交際をしていますか。あてはまる番号１つに○をつけ
てください。

問14-2 問14で、「2」から「５」に○をつけた方におうかがいします。あなたの結婚に対するお考えに
ついて、あてはまる番号１つに○をつけてください。

　４．　交際相手はいない

　　５．　交際をしたことがない

問14-1 問14で「1」から「４」に〇をつけた方におうかがいします。あなたはどういうきっかけで出会
いましたか。あてはまる番号すべてに〇をつけてください。
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　　１．　適当な人に巡り会わない 　２．　相手とうまく付き合えない

　　３．　仕事や勉強に打ち込みたい 　４．　自由な生活や気楽さを失いたくない

　　５．　趣味や好きなことを楽しみたい 　６．　収入が少ない

　　７．　結婚資金が貯まっていない 　８．　親や周囲が同意してくれない

　　９．　まだ若いから 　10．　結婚願望がない

　　11．　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　１．　就職して安定した収入を得ること

　　２．　若者に結婚や子育てに関心を持ってもらうこと

　　３．　暮らしやすい環境が整っていること

　　４．　民間企業が出会いの場を提供するなど結婚の支援をすること

　　５．　行政や地域が出会いの場を提供するなど結婚に向けた支援をすること

　　６．　事実婚や同性婚などの多様な結婚観が認められること

　　７．　仕事と子育てなど両立できる社会環境になること

　　８．　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問14で「2」から「５」に〇をつけた方におうかがいします。あなたがまだ結婚をしていない理
由にあてはまる番号３つまで〇をつけてください。

問15 結婚したいと思う人が結婚するためには、どのようなことが必要と思いますか。最もあてはま
る番号１つに〇をつけてください。

問14-3
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　　１．　赤ちゃんが誕生することに喜びを感じる

　　２．　家族が増えることがうれしい

　　３．　出産は、女性にしか体験できないすばらしいものである

　　４．　出産は、自然なことである

　　５．　出産についての知識があり、不安はない

　　６．　不妊について不安や心配がある

　　７．　妊娠中のつわりや、産む時の痛みがある

　　８．　妊娠中や出産後に、女性の容姿が変化する

　　９．　妊娠や出産のことを知らないので、イメージがわかない

　　10．　赤ちゃんに接したことがないので、イメージがわかない

　　11．　関心がない

　　12．　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　１．　受診したい（した） 　2．　受診しない（しなかった）

　　３．　わからない

子どもの人数

　　【希望している子どもの数】 　　　　【実際に予定している子どもの数】

□人 □人

問17 なかなか子どもができない場合、不妊治療のために医療機関を受診しようと思いますか（しま
したか）。あてはまる番号１つに○をつけてください。

問19 あなたにとって、「希望している子どもの数」と「実際に予定している子どもの数」は何人です
か。□内に数字を記入してください。

あなたの子どもの数は何人ですか。同居、別居にかかわらず、子どもの合計の数を□内に具
体的な数字でお答えください（子どもがいない場合は、「０」人とご記入ください）。

 □□人

※結婚（事実婚含む）して
   いる方のみお答えください

問18

５．出産や子育てのことについて

問16 あなたは、出産に対してどのようにお考えですか。あてはまる番号すべてに○をつけてくださ
い（出産した経験のある方は、出産する前に感じた気持ちをお答えください）。
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　　１．　「男は仕事、女は家庭」など性別による固定的な役割分担の意識を改めること

　　２．　夫婦の間で十分に話し合い、家事などを分担すること

　　３．　家事や育児を男女で分担するような育て方や教育をすること

　　４．　労働時間短縮や育児に関する休暇・休業制度を普及させること

　　５．　仕事と家庭の両立などの問題について相談できる窓口を設けること

　　６．　育児に関連する休暇・休業制度を利用しやすい職場環境を整備すること

　　７．　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問19-1 問１９で「希望している子どもの数」よりも「実際に予定している子どもの数」が少ない方にうか
がいます。その理由はどのようなことですか。あたはまる番号３つまで〇をつけてください。

　　３．　配偶者や周りのサポートが少ないから

　　10．　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　１．　子育ての身体的な負担が大きいから

　　２．　子育ての精神的な負担が大きいから

問20 あなたは、今後男女がともに子育てをしていく、いわゆる「共育て」の推進のためには、どのよう
なことが必要だと思いますか。あてはまる番号を2つまで〇をつけてください。

　　５．　家族の仕事や先行きに不安があるから

　　６．　年齢的な理由で臨んでいないから

　　４．　子育てにお金がかかるから

　　７．　健康上の理由で望んでいないから

　　８．　自分のやりたいことができなくなるから

　　９．　社会がどうなるかわからず、生まれてくる子どもの将来が不安だから
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　１．　満足している　　　　　２．　どちらかと言えば満足している　　　　　３．どちらとも言えない

　４．　どちらかと言えば満足していない　　　　　５．　満足していない

　　　　調査にご協力いただきまして、誠にありがとうございました。

問22 あなたが、日ごろ、仕事や結婚、子育てなどについて感じていること、市に対する要望（新しい
事業に対する要望など）があれば、自由にお書きください。

６．最後に

問21 あなたは、今の生活に満足していますか。

　　　　以上で、すべての質問を終了しました。
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